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index.html

第１戦車大隊　　　　　　　　� （H12. 3∼）【駒　　門】
第１機甲教育隊�  （H15. 3∼）【　 〃 　】
幹部学校付（指揮幕僚課程学生）�  （H18. 8∼）【目　　黒】
第２戦車連隊（中隊長）�    （H20. 8∼）【上富良野】
陸上幕僚監部付大臣官房広報課 � （H22. 3∼）【市 ヶ 谷】
陸上幕僚監部防衛部防衛課（編成）�     （H24. 3∼）【　 〃 　】
第５戦車大隊長兼ねて鹿追駐屯地司令� （H29. 3∼）【鹿　　追】
教育訓練研究本部付（早稲田大学大学院）�（H30. 3∼）【目　　黒】
陸上幕僚監部監理部会計課予算班長� （H31. 3∼）【市 ヶ 谷】
教育訓練研究本部企画調整官� （R 3. 3∼）【目　　黒】
第15即応機動連隊長� （R 3. 9∼）【善 通 寺】
陸上幕僚監部監理部総務課広報室長� （R 5. 3∼）【市 ヶ 谷】
統合幕僚監部防衛計画部計画課長� （R 6. 8∼）【　 〃 　】
現　職　　　　　　　　� （R 8. 3∼）【東 千 歳】　

福
井
副
師
団
長
［
経 

歴
］

　
第
七
師
団
（
師
団
長 

武
田
敏
裕
陸
将
）
は
、

令
和
八
年
三
月
二
十
三
日
、
東
千
歳
駐
屯
地

に
お
い
て
、
第
七
情
報
隊
編
成
完
結
式
を
行

い
、
武
田
師
団
長
か
ら
第
七
情
報
隊
長
樋
口

二
佐
に
隊
旗
と
師
団
長
直
筆
の
部
隊
看
板
が

手
渡
さ
れ
た
。

　

編
成
担
任
官
と
し
て
師
団
長
は
、
式
典
の

訓
示
の
中
で
、「
我
が
国
が
直
面
す
る
厳
し
く

複
雑
な
安
全
保
障
環
境
、
自
然
災
害
発
生
の

蓋
然
性
の
高
さ
等
か
ら
、
我
々
防
衛
省
・
自

衛
隊
に
対
す
る
国
民
の
期
待
が
高
ま
り
、
事

態
に
即
動
し
任
務
を
必
遂
す
る
こ
と
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
中
、
師
団
と
し

て
第
七
情
報
隊
の
戦
力
化
を
加
速
さ
せ
、
令

和
八
年
度
中
に
概
成
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、

樋
口
隊
長
を
核
心
と
し
て
機
甲
師
団
の
情
報

を
担
う
部
隊
と
し
て
、
日
々
鍛
錬
に
励
み
、

い
つ
如
何
な
る
事
態
に
も
即
動
し
、
任
務
を

完
遂
し
得
る
部
隊
と
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」

と
述
べ
た
。

　

第
七
情
報
隊
は
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
中
域
用
）
を

運
用
し
、
師
団
の
作
戦
地
域
全
般
に
わ
た
っ

て
「
監
視
・
偵
察
活
動
」
を
行
う
と
と
も
に

「
師
団
司
令
部
の
情
報
業
務
を
支
援
」
す
る
こ

と
を
任
務
と
す
る
部
隊
で
あ
り
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
は
、

こ
れ
ま
で
の
師
団
の
情
報
ア
セ
ッ
ト
で
は
成

し
得
な
か
っ
た
、
洋
上
や
遠
方
で
の
長
時
間

に
わ
た
る
監
視
・
偵
察
等
を
可
能
と
し
、
師

団
が
得
ら
れ
る
情
報
の
量
と
質
を
大
き
く
変

え
る
も
の
で
あ
り
、
情
報
隊
は
こ
れ
を
、
最

大
限
に
運
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
情
報
業
務
に
関
し
て
は
、
情
報
隊

が
師
団
司
令
部
の
情
報
業
務
に
お
け
る
、
ま

さ
に
中
核
に
な
る
。

　

第
七
師
団
は
、
い
か
な
る
任
務
を
も
完
遂

し
得
る
陸
上
自
衛
隊
唯
一
の
機
甲
師
団
と
し

て
、
引
き
続
き
武
田
師
団
長
を
核
心
と
し
て
、

「
今
戦
え
る
師
団
へ
の
進
化
」「
新
生
機
甲
師

団
の
創
造
」
を
目
指
し
、
日
々
練
成
に
邁
進

し
て
い
く
。

師団長より隊旗を受け取る初代隊長師団長より隊旗を受け取る初代隊長集合写真集合写真

記者会見

執務室にて

慰霊碑参拝

紹介行事

福福ふ
く
ふ
く  

井井いい

　　  

謙謙け
ん
け
ん

陸将補陸将補
１等陸佐１等陸佐

��

（
令
和
八
年
三
月
二
十
三
日
付
）

（
令
和
八
年
三
月
二
十
三
日
付
）

（令和８年３月１６日付）（令和８年３月１６日付）

第９戦車大隊　  �  （H 9. 3∼）【岩　手】
幹部候補生学校� （H11． 8∼）【前川原】 
第１戦車大隊 � （H14. 3∼）【駒　門】
幹部学校付� （H16. 8∼）【目　黒】
東北方面総監部法務官付� （H18. 8∼）【仙　台】
防衛大学校付　� （H20. 3∼）【市ヶ谷】
陸上幕僚監部教育訓練部教育訓練計画課�（H22. 3∼）【　〃　】
陸上幕僚監部監理部総務課� （H25. 3∼）【　〃　】
幹部学校付� （H27. 8∼）【目　黒】
陸上自衛隊研究本部研究員�  （H28. 8∼）【朝　霞】
西部方面総監部防衛部訓練課長� （H28.12∼）【健　軍】
統合幕僚学校教育課第１教官室学校教官�（H30. 8∼）【目　黒】
第72戦車連隊長兼ねて北恵庭駐屯地司令 �（R 3.10∼）【北恵庭】
北部方面総監部法務官  � （R 5.12∼）【札　幌】
現　職　　� （R 8. 3∼）【東千歳】

梅田幕僚長［経 歴］

梅
うめ

田
だ

 宗
むね

法
のり

古内前副師団長
後方支援学校　副校長へ

黒木前幕僚長
東方総監部　総務部長へ

第7師団HP

第７情報隊新編第７情報隊新編

巡　閲巡　閲

着
任

着
任

第 第   ４０４０      代代 副師団長　兼ねて 副師団長　兼ねて
第 第   ４５４５      代代 東千歳駐屯地司令 東千歳駐屯地司令 福井 福井 陸将補陸将補第 第   3636      代代  

第７師団司令部幕僚長第７師団司令部幕僚長 梅田 梅田 1等陸佐1等陸佐



さ き が け［７師団］ 第394号 （2）令和８年４月

プロ集団の総合力。
わたしたちがご案内します。

本社／〒066-0028�千歳市花園2丁目1番5号（サーモンパーク千歳横）
 http://www.jinde.co.jp

2015年・2018年
第三者検査機関㈱ホームリサーチ社

主催

小久保和人 宮田　隼 中村亮介

千
歳
基
地
出
身

千
歳
基
地
出
身

千
歳
基
地
出
身

大瀧秀範

北
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

守谷敏弘 小松正尚 山元浩彦

千
歳
基
地
Ｏ
Ｂ

東
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

東
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

Ｐ　 有り

診療時間　月曜日～金曜日　あさ9：00～よる7：00（昼休 1：00～2：00）
　　　　　　　　　土曜日　あさ9：00～ひる1：00
休 診  日　日曜日・祝日

ファミリー歯科クリニック
●歯科一般 ●小児歯科 ●矯正歯科

千歳市千代田町６丁目 （JR千歳駅前）

☎２６－２２９３
院　長　小　畑　　　彰

青 葉 公 園 歯 科
●歯科一般 ●小児歯科

千歳市本町２丁目28-2 （ホテルグランテラス千歳前）

☎２３－１１８２
院　長　加　藤　　　滋

詳しくは
お問い合わせください

自衛隊・関連団体の宴会の
ご用命はお気軽に
ご連絡ください

宴会手配直通
若杉携帯 080-1880-2013

自衛隊OB
若杉

代表取締役　南　里　和　宏

　

派
遣
海
賊
対
処
行
動
支
援
隊
（
Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｅ
）
は
、

ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に
お
け
る
海
賊
対
処
活
動

を
支
援
す
る
部
隊
で
あ
り
、
ジ
ブ
チ
共
和
国
に
あ
る

ジ
ブ
チ
国
際
空
港
を
拠
点
と
し
、
活
動
拠
点
の
警
備

や
維
持
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
で
は
写
真
を
も
っ
て
、
活
動
状
況
を
紹
介

し
ま
す
。

多国間語学交流

本邦からの追送品を
受領する補給整備２班員

拠点内退避訓練

習字を教える支援隊員

個人コンテナの集荷を
確認する支援隊員

海賊護送訓練事前
ミーティング

アンテナを建柱する
通信陸曹

拠点内退避訓練の
認識統一

空手を教える支援隊員

動力部の機能点検をする
発電機整備陸曹

防疫のため薬剤散布する
衛生隊員

小銃射撃訓練を実施する
警衛隊員

女性隊員会同

飲料水を連携プレーで
運搬する支援隊員たち

拠点内工事をする
施設隊員

警衛隊指揮転移式 

【
第
七
師
団
司
令
部
】 

　
　
三
佐　
芝　
淳
一
郎　
　
二
月
十
六
日
付

【
第
十
一
普
通
科
連
隊
】

　
　
三
尉　
森
田
庄
太
郎　
　
二
月
十
一
日
付

　
　
曹
長　
池
間　
克
典　
　
一
月
十
一
日
付

　
　
曹
長　
中
村　
好
洋　
　
三
月
二
十
三
日
付

【
第
七
十
一
戦
車
連
隊
】

　
　
准
尉　
井
内　
貴
久　
　
二
月
十
八
日
付

　
　
准
尉　
藤
原　
　
卓　
　
三
月
七
日
付

　
　
曹
長　
山
本　
秀
樹　
　
三
月
十
五
日
付

【
第
七
十
二
戦
車
連
隊
】

　
　
三
佐　
金
田　
慶
昌　
　
一
月
十
八
日
付

　
　
准
尉　
船
水　
　
徹　
　
一
月
十
九
日
付

　
　
准
尉　
小
澤　
勝
己　
　
三
月
二
日
付

　
　
曹
長　
舘
下　
　
修　
　
二
月
十
七
日
付

【
第
七
十
三
戦
車
連
隊
】

　
　
一
佐　
加
藤　
忠
幸　
　
一
月
二
十
六
日
付

　
　
三
尉　
吉
田　
博
光　
　
三
月
五
日
付

　
　
准
尉　
安
藤　
敏
和　
　
二
月
一
日
付

　
　
准
尉　
池
田　
　
崇　
　
三
月
十
五
日
付

【
第
七
特
科
連
隊
】

　
　
三
尉　
佐
藤　
　
功　
　
一
月
十
三
日
付

　
　
准
尉　
森
本　
　
智　
　
一
月
六
日
付

　
　
准
尉　
米
川　
曜
展　
　
二
月
十
五
日
付

　
　
准
尉　
三
上　
誉
利　
　
三
月
三
日
付

　
　
曹
長　
村
井　
伸
行　
　
一
月
二
十
五
日
付

　
　
曹
長　
木
原　
教
新　
　
二
月
一
日
付

　
　
曹
長　
野
坂　
昌
裕　
　
二
月
十
四
日
付

　
　
曹
長　
塩
山　
正
幸　
　
二
月
十
七
日
付

　
　
曹
長　
迎　
　
芳
範　
　
二
月
十
七
日
付

　
　
曹
長　
疋
田　
吉
秀　
　
三
月
九
日
付

　
　
曹
長　
松
村　
浩
二　
　
三
月
二
十
四
日
付

【
第
七
高
射
特
科
連
隊
】

　
　
三
尉　
山
下　
広
京　
　
一
月
二
十
五
日
付

　
　
三
尉　
長
里　
泰
治　
　
一
月
二
十
六
日
付

【
第
七
後
方
支
援
連
隊
】

　
　
二
佐　
野
田　
哲
也　
　
一
月
十
九
日
付

　
　
二
尉　
越
田　
康
敬　
　
一
月
三
日
付

　
　
准
尉　
梅
田　
康
生　
　
一
月
十
日
付

　
　
准
尉　
飯
田　
孝
幸　
　
二
月
十
三
日
付

　
　
准
尉　
瀬
木　
勝
浩　
　
三
月
二
十
日
付

　
　
准
尉　
松
野　
　
護　
　
三
月
二
十
一
日
付

　
　
曹
長　
岡
村　
芳
憲　
　
一
月
六
日
付

　
　
曹
長　
細
川　
博
之　
　
三
月
二
十
一
日
付

【
第
七
通
信
大
隊
】

　
　
曹
長　
菊
地　
謙
司　
　
一
月
三
十
一
日
付

　
　
曹
長　
中
澤　
栄
次　
　
一
月
三
十
一
日
付

【
第
七
化
学
防
護
隊
】

　
　
曹
長　
佐
々
木
康
則　
　
一
月
一
日
付

【
第
七
師
団
司
令
部
付
隊
】

　
　
一
尉　
竹
内　
晴
彦　
　
一
月
二
十
三
日
付

　
　
曹
長　
松
本　
晃
一　
　
一
月
三
日
付

【
第
十
一
普
通
科
連
隊
】

　
　
准
尉　
畠
山　
武
彦　
　
六
月
六
日
付

　
　
曹
長　
江
口　
祐
二　
　
四
月
十
七
日
付

　
　
一
曹　
伊
藤　
利
裕　
　
四
月
十
日
付

　
　
一
曹　
小
野
寺
吉
則　
　
五
月
二
日
付

　
　
一
曹　
長
谷　
知
幸　
　
五
月
二
十
八
日
付

【
第
七
十
一
戦
車
連
隊
】

　
　
曹
長　
市
村　
敏
幸　
　
五
月
十
一
日
付

　
　
曹
長　
吉
川　
克
之　
　
五
月
十
五
日
付

　
　
一
曹　
吉
成　
文
和　
　
四
月
二
十
七
日
付

　
　
二
曹　
阿
部　
　
直　
　
五
月
十
七
日
付

【
第
七
十
二
戦
車
連
隊
】

　
　
准
尉　
門
木　
正
人　
　
五
月
九
日
付

【
第
七
十
三
戦
車
連
隊
】

　
　
曹
長　
永
井　
正
仁　
　
五
月
二
十
七
日
付

【
第
七
高
射
特
科
連
隊
】

　
　
一
尉　
尾
留
川　
修　
　
六
月
三
十
日
付

【
第
七
後
方
支
援
連
隊
】

　
　
准
尉　
奥
中　
善
昭　
　
四
月
二
十
二
日
付

　
　
准
尉　
梅
原　
健
次　
　
六
月
八
日
付

　
　
曹
長　
澤
田　
吉
宣　
　
四
月
二
十
八
日
付

　
　
曹
長　
田
畑　
秀
樹　
　
六
月
二
十
九
日
付

　
　
一
曹　
山
城　
新
吾　
　
五
月
八
日
付

　
　
二
曹　
菅
原　
昇
一　
　
五
月
十
八
日
付

【
第
七
施
設
大
隊
】

　
　
曹
長　
神
山　
　
聖　
　
四
月
十
二
日
付

【
第
七
偵
察
隊
】

　
　
曹
長　
高
部　
祐
介　
　
四
月
九
日
付

　
　
一
曹　
岩
浪　
聡
子　
　
四
月
二
日
付

一
月
〜
三
月  

　
定  

年  

退  

官  

者

四
月
〜
六
月 

　
定
年
退
官
予
定
者

派遣海賊対処行動支援隊〈DGPE〉活動状況 永
年
の
ご
勤
務
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
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営業時間／16:30～24:00
定 休 日／なし

歓送迎会・
退官パーティなど、
各種宴会承ります

青木功プロが自らの知と技と理想とを青木功プロが自らの知と技と理想とを
注ぎ込んで生まれた世界基準の注ぎ込んで生まれた世界基準の1818ホールホール

〒066-0068 北海道千歳市蘭越26番地
TEL   0123-27-2121 
FAX   0123-27-1152

防衛省　職員家族

防衛省
防衛省　　

TEL：（03）3226‒5812

☆その他各種の損害保険
【取扱代理店】

〈総合賠償型・親介護補償型（特約）オプション〉
〈団体長期障害所得補償保険「長期所得安心くん」略称：GLTD〉

共済組合
団体取扱

退職後

防衛省　　共済組合
団体取扱

弘済企業株式会社
詳しくは、第７師団各駐屯地の
　　　弘済企業保険常駐員にご相談下さい。

火 災 保 険
が ん 保 険
団体傷害保険

団体傷害保険 防衛省共済組合 陸上自衛隊北部方面隊
の隊員のみなさまへおすすめです!

提携社員ローン
特別金利

千歳市千代田町３丁目11番地
 TEL  （0123）23-3111

千歳中央
支店

静内染
しべ

退
ちゃり

太鼓による演奏 実戦さながらの状況下での
戦車の実弾射撃

火砲の偽装を実施しての射撃

連隊隊員による広報活動

第２次師団訓練検閲支援

ホイストによる人命救助(道警災害警備訓練)

バイク空輸（道警災害警備訓練）

函館～奥尻間の洋上編隊飛行（道南転地訓練）

訓練を統制（コントロール）する統裁部

ドローンを使用し射撃目標を捜索

静内高校との協同による司会

夜
間
射
撃
の
実
施

部 隊 だ よ り部 隊 だ よ り
　
第
七
十
二
戦
車
連
隊
は
、
令
和
八
年
二
月
十
一
日

（
水
）
か
ら
十
三
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
北
海
道
大

演
習
場
第
一
、
第
二
戦
車
射
場
に
お
い
て
第
七
特
科

連
隊
、
第
七
施
設
大
隊
と
協
同
し
て
令
和
七
年
度
総

合
戦
闘
射
撃
及
び
夜
間
射
撃
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
各
級
指
揮
官
の
実
員
指
揮
能
力
、
諸
職

種
協
同
に
よ
る
火
力
を
組
織
化
し
得
る
能
力
及
び

各
種
射
撃
練
度
の
向
上
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
た
。

　

戦
闘
団
の
核
心
と
な
っ
た
戦
車
中
隊
の
九
〇
式

戦
車
は
協
同
部
隊
の
支
援
の
下
、
実
戦
さ
な
が
ら
の

戦
闘
状
況
の
中
で
実
弾
射
撃
と
連
携
し
な
が
ら
前

進
・
展
開
し
て
い
く
と
い
う
難
易
度
の
高
い
動
き
を

見
せ
た
。

　
ま
た
、
夜
間
射
撃
に
お
い
て
は
、
各
戦
車
が
赤
外

線
暗
視
装
置
を
駆
使
し
た
高
度
な
連
携
で
索
敵
、
躍

進
を
繰
り
返
し
、
現
出
し
た
標
的
を
迅
速
か
つ
正
確

な
射
撃
で
次
々
と

撃
破
す
る
な
ど
夜

間
戦
闘
能
力
の
向

上
を
図
っ
た
。

　

第
七
特
科
連
隊
第
一
特
科
大
隊
及
び
第
三

特
科
大
隊
は
、
令
和
八
年
二
月
四
日
（
水
）

か
ら
十
四
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
北
海
道
大

演
習
場
島
松
地
区
に
お
い
て
、
実
弾
射
撃
訓

練
を
実
施
し
た
。

　

第
一
特
科
大
隊
は
、
第
十
一
普
通
科
連
隊

と
射
撃
基
盤
を
協
同
活
用
し
た
実
射
訓
練
、

特
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
射
撃
の
観
測
及

び
弾
丸
、
装
薬
の
手
動
装
填
射
撃
の
実
施
、

第
三
特
科
大
隊
は
、
第
七
十
二
戦
闘
団
に
配

属
さ
れ
、
障
害
処
理
支
援
射
撃
、
夜
間
射
撃

等
、
状
況
に
併
せ
た
総
合
戦
闘
射
撃
を
実
施

し
た
。

　

射
撃
日
の
朝
方
は
マ
イ
ナ
ス
十
度
以
下
、

日
中
は
零
度
付
近
ま
で
上
昇
す
る
寒
暖
の
差

が
激
し
い
気
候
だ
っ
た
が
、
各
部
隊
は
、
厳

し
い
寒
さ
を
創
意
工
夫
に
よ
り
克
服
、
順
調

に
射
撃
を
実
施
し
た
。

　

令
和
八
年
一
月
二
十
五
日
（
日
）、
新
ひ
だ
か

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
『
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
二
五
』
が
開
催

さ
れ
た
。

　

本
行
事
は
、
静
内
駐
屯
地
と
新
ひ
だ
か
町
自

衛
隊
協
力
会
の
連
携
の
も
と
、
第
七
高
射
特
科

連
隊
が
中
心
と
な
り
企
画
・
運
営
・
広
報
活
動

を
実
施
し
た
。

　
当
日
は
、
第
七
音
楽
隊
を
は
じ
め
、
地
域
の
学

校
や
各
団
体
に
よ
る
音
楽
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会

場
は
幅
広
い
世
代
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

第
七
高
射
特
科
連
隊
と
し
て
も
、
音
楽
を
通

じ
た
交
流
の
場
を
支
え
る
こ
と
で
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
有
意
義
な
一
日
と
な
り
、

今
後
の
信
頼
関
係
の
醸
成
に
つ
な
が
る
行
事
と

な
っ
た
。

　

第
七
飛
行
隊
は
、
令
和
七
年
九
月
二
十
八
日

（
日
）
に
第
二
次
師
団
訓
練
検
閲
支
援
と
並
行
し

て
道
東
機
動
訓
練
を
実
施
し
、
釧
路
・
根
室
・

北
見
地
域
の
特
性
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
師

団
隷
下
部
隊
と
協
同
し
た
訓
練
を
実
施
し
て
、

任
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
同
年
十
月
十
一
日
（
土
）、
北
海
道
警

察
が
実
施
す
る
北
海
道
警
察
災
害
警
備
訓
練
に

参
加
し
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地

震
の
被
害
想
定
に
基
づ
く
訓
練
（
ホ
イ
ス
ト
に

よ
る
人
命
救
助
及
び
バ
イ
ク
空
輸
）
を
実
施
し
、

関
係
防
災
機
関
と
の
連
携
強
化
及
び
災
害
対
処

能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。さ
ら
に
、二
十
一
日（
火
）

か
ら
二
十
三
日
（
木
）
に
は
、
道
南
転
地
訓
練

を
実
施
し
、
離
島
（
函
館
・
奥
尻
）
間
の
洋
上

飛
行
を
含
め
た
長
距
離
機
動
に
よ
り
後
志
・
檜

山
・
渡
島
地
域
の
地
誌
資
料
を
収
集
し
て
、
北

海
道
防
衛
に
任
ず
る
師
団
に
最
大
限
寄
与
す
る

た
め
に
必
要
な
部
隊
運
用
の
資
を
獲
得
し
た
。

　

第
七
飛
行
隊
は
、
機
甲
師
団
に
属
す
る
航
空

科
部
隊
と
し
て
引
き
続
き
更
な
る
向
上
を
目
指

し
て
練
成
に
励
ん
で
い
く
。

〉〉〉〉〉〉〉〉

第
七
十
二
戦
車
連
隊

第
七
特
科
連
隊

第
七
高
射
特
科
連
隊

第 

七 

飛 

行 

隊

障害処理ロケット弾投射!!

戦車砲による爆炎(左)
機関銃による光跡(右)
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㈱東京海上日動
パートナーズ北海道
札幌支店  千歳支社

東 京 海 上 日 動 火 災 保 険東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 ㈱㈱��代理店代理店
東京海上日動あんしん生命保険㈱東京海上日動あんしん生命保険㈱��代理店代理店

千歳市勇舞８丁目1千歳市勇舞８丁目1­­1  ちとせモール 2F1  ちとせモール 2F
TEL：：01230123--27-7775 27-7775 FAX：：0123-27-77760123-27-7776
当社で活躍されている、当社で活躍されている、ΟBΟBメンバーです。メンバーです。

お気軽にご相談下さい。お気軽にご相談下さい。

松本  敏男（１特団）・山口  浩次（１特団）
小山  輝幸（北情保）・木下  誠一（３施団）
栗城  高広（11普連）・中村  義幸（１特団）
浦松  幸一（７高連）

損害保険・生命保険のご用命は当社まで！

　
私
の
家
族
を
紹
介
し
ま
す
。

　
十
歳
に
な
る
長
女
、
五
歳
の
長
男
、
四
歳
の
次
女
、
そ

し
て
妻
の
五
人
家
族
で
、
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
と
思
っ

た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
お
も
ち
ゃ
の
取
り
合
い
を
始
め

て
兄
弟
喧
嘩
を
繰
り
返
し
、
常
に
笑
い
と
泣
き
声
の
絶

え
な
い
賑
や
か
な
家
庭
で
す
。

　
最
近
に
な
っ
て
長
女
は
落
ち
着
き
だ
し
、
お
手
伝
い
を

積
極
的
に
し
て
く
れ
て
い
て
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
幼
い
長
男
は
、
年
の
近
い
妹
と
よ
く
喧
嘩
を

し
て
い
ま
す
が
、
た
ま
に
妹
を
思
い
や
る
姿
勢
を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
、
少

し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
な
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
流
石
の
末
っ
子
の
次
女
は
か
な
り
甘
え
上
手
で
、
最
近
は
イ
ヤ
イ
ヤ
期
ら

し
く
、
よ
く
叱
ら
れ
て
泣
い
て
い
ま
す
が
、
日
々
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

　
北
海
道
ま
で
一
緒
に
転
勤
し
て
く
れ
た
愛
す
る
妻
は
、
家
族
を
支
え
る
た

め
に
保
育
士
に
な
り
、
自
分
も
仕
事
が
あ
る
の
に
毎
朝
五
時
に
起
き
て
弁
当

を
作
っ
て
く
れ
て
本
当
に
日
々
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
富
士
か
ら
転
属
し
て
す
ぐ
に
係
業
務
に
就
き
、
子
供
が
寝
る
こ
ろ
に

帰
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
が
、
妻

の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト

も
あ
る
の
で
、
子
供

た
ち
の
成
長
を
楽
し

み
に
し
つ
つ
、
北
海

道
を
満
喫
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
仕
事
と

家
庭
を
両
立
で
き
る

よ
う
に
日
々
頑
張
り

ま
す
。

第
三
十
六
代

第
十
一
普
通
科
連
隊
長

一
等
陸
佐

第
二
十
五
代

第
七
十
二
戦
車
連
隊
長

一
等
陸
佐

第
三
十
九
代

第
七
施
設
大
隊
長

二
等
陸
佐

第
三
十
三
代

第
七
通
信
大
隊
長

二
等
陸
佐

初
代

第
七
情
報
隊

二
等
陸
佐

第
十
七
代

第
七
音
楽
隊
長

一
等
陸
尉

令和８年３月16日付令和８年３月16日付

令和８年３月23日付令和８年３月16日付

溝
口
　
光
章

溝
口
　
光
章

森
下
　
輝
彦

森
下
　
輝
彦

明
石
　
　
猛

明
石
　
　
猛

一
ノ
瀬

一
ノ
瀬  

佐
季
佐
季

樋
口
　
靖
典

樋
口
　
靖
典

今
井
　
裕
樹

今
井
　
裕
樹

令和８年３月23日付令和８年３月16日付
調和のとれた音色を奏でる音楽隊

師団訓練映像とのコラボ演奏

ダンスと歌と演奏で観客を魅了

　

第
七
音
楽
隊
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
二
日

（
日
）、
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
（
千
歳
市
）
に
お
い

て
第
五
〇
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
、
今
年
度
の

集
大
成
と
な
る
演
奏
を
披
露
し
た
。

　
本
演
奏
会
は
、『
地
域
と
共
に
～
輝
く
未
来
へ
～
』

を
テ
ー
マ
に
、
今
年
空
港
開
港
一
〇
〇
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
る
千
歳
市
の
更
な
る
飛
躍
・
発
展
と

第
七
師
団
と
地
域
の
方
々
の
『
輝
く
未
来
』
を
第

七
音
楽
隊
が
奏
で
る
音
色
と
迫
力
あ
る
映
像
に
よ

り
表
現
し
、
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
観
客
の
方
々

に
夢
と
感
動
を
お
届
け
し
て
、
特
別
な
一
日
を
提

供
し
た
。

　

演
奏
会
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
一
部
で
は
、

定
期
演
奏
会
と
し
て
は
初
演
と
な
る
第
七
師
団
創

隊
七
〇
周
年
を
記
念
し
て
作
曲
さ
れ
た
記
念
曲『
ブ

レ
イ
ヴ
・
セ
ヴ
ン
ス
』
を
は
じ
め
と
し
た
本
格
的

な
吹
奏
楽
曲
を
主
体
と
し
て
構
成
し
、
芸
術
的
な

演
奏
及
び
高
度
な
技
術
を
披
露
し
た
。
第
二
部
で

は
、
迫
力
あ
る
師
団
訓
練
映
像
と
コ
ラ
ボ
し
た
楽

曲
、
馴
染
み
の
あ
る
Ｊ
ポ
ッ
プ
の
楽
曲
を
演
奏
す

る
と
と
も
に
、
歌
唱
や
ダ
ン
ス
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ラ
イ
ト
を
活
用
し
た
演
出
を
取
り
入
れ
観
客

の
方
々
と
一
体
に
な
っ
て
盛
会
裡
に
終
演
し
た
。

　

第
七
音
楽
隊
は
、
今
後
も
地
域
の
方
々
へ
元
気

と
感
動
を
届
け
続
け
る
た
め
、
演
奏
技
術
の
更
な

る
向
上
を
目
指
し
て
練
成
に
励
ん
で
い
く
。

▶ 

仲
良
し
３
兄
弟

第
七
偵
察
隊
本
部
付
隊

　�

二
等
陸
曹
　
濱
邉
　
圭
佑

「
日
々
の
癒
し
と

�

妻
の
支
え
」

家族家族ののささえささえ

⃝
 

田
村
二
曹
に
聞
き
ま
し
た
。

　
日
頃
は
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

�　

中
隊
の
文
書
陸
曹
と
し
て
行
政
文
書
管
理
や
情
報
公
開
に
関
す

る
業
務
等
を
行
い
、
日
々
、
合
規
適
正
な
業
務
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
援
等
で
整
備
員
が
不
足
す
る
際
に
は
、
現
場
の
整
備
員

と
し
て
も
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
お
仕
事
を
さ
れ
る
中
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

�　

こ
ま
め
な
報
告
・
連
絡
・
相
談
で
す
。

　

�　

自
己
判
断
で
進
め
ず
早
め
に
確
認
し
、
ミ
ス
を
防
ぐ
こ
と
を
意

識
し
て
い
ま
す
。

⃝
 

勤
務
先
の
隊
員
に
聞
き
ま
し
た
。

　
田
村
二
曹
は
ど
の
よ
う
な
隊
員
で
す
か
？

　
�　

向
上
心
が
高
く
、
真
面
目
で
何
事
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
た

め
、先
輩
後
輩
に
関
わ
ら
ず
皆
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
隊
員
で
す
。 

（
通
信
整
備
陸
曹
）

　
先
駆
で
は
毎
号
、
陸
上
自
衛
隊
唯
一
の
機
甲
師
団
で
あ
る
第
七
師

団
を
支
え
る
隊
員
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
第
七
後
方
支
援
連
隊
で
勤
務
し
、
文
書
陸
曹
と
し
て
勤

務
す
る
田
村
二
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

隊
員
隊
員

““  

イ
チ
イ
チ
推推
しし  

””
第７後方支援連隊
第２整備大隊
高射直接支援中隊

文書陸曹

田
た

 村
むら

　紘
ひろ

 己
き

２等陸曹

【趣　味】
運動する事

【心掛けていること】
常に挑戦者である事

▲ 小樽にて

新着任部隊長紹介 第第5050回回第７音楽隊　　  定期演奏会第７音楽隊　　  定期演奏会


